
USOpen2013 
1995.8 に一度、USOpen を観た。当時は、試合会場の「フラッシング・メドウ」の周辺は、まだ整備さ

れていなかった。現在はきれいな公園になっている。 
今回は、「マレー - バブリンカ」、「アザレンカ-」、「セレナ – シャラポア」等を観た。バブリンカの

160km/hを超えるグランドストロークにびっくり仰天。メインスタジアムの急勾配の席に足がすくむ。 
「錦織くん」の試合チケットは結局、手に入らなかった。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                    歴代チャンピオンのリスト。 
 
                        フラッシング・メドウのシンボル(地球儀) 

 

 

 

  

 

 

 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 

NY メッツの本拠地 

 

<パサディナの息子を訪問> 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
                                               Art Center College of Designの掲示板 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     Art Center College of Design の中庭。 この大学は、総合的なデザイン力を徹底して伸ば
すところに特色がある、アメリカ有数のデザイン・スクール。 
 

 
 

 

 

 

 

 



 

学生の作品 
 
 
 
 
 
 
 
 
  学生の作品 
 

                         自閉症の子ども向けのケイの作品（マウスを押すと、 
ベルトが手のひらをこする） 

 
 
 
 
 
 
 
 隣にある「カリフォルニア工科大」: 
世界大学ランキング一位                         大学内 1 
 

 
 
 
 
 
 
 
 大学内 2  
                                                ロスにある Getty 美術館 1 
 
 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
  ロスにある Getty 美術館 2 
大理石の建物が見事。収集品秀逸。                       ロスにある Getty 美術館 3 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ロスにある Getty 美術館 4    
 

NY 州イサカに向かう 

   1985-6に研修した Cornell大のある NY州イサカに向かう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                  プロペラ機        
  
                         

 

  

 



 
 
     コーネル大学・McGraw Tower 
                               毎週通ったMcGraw—レストラン 
                                  アルファファの入ったピタパンの虜になった。 
                                           
 
 
  
 
 
 
 
 
 Dunn教授の息子さんの TOMと 

（キャンピング・カーを自作中） 
 

 
 
 
 
                                           七ヶ月住んだ町はずれのアパート 
2005-6: 七ヶ月過ごした Cornell大近くの本屋 

 

 

 

 

 



 
 
  若き日の Ken & Sumiko & Aya 
（１９９６） 
 
 
 
 
 
 
Ayaの誕生日+雛祭り。 
 
                                        Ayaの誕生日+雛祭り。 
 
                                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  Ayaの誕生日+雛祭り。                     Ayaの誕生日+雛祭り。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Dunn教授の自宅前 (2005)                   Dunn教授夫妻 
 
 

 

 

  

 
 



 
森の中の Tomの家（クマ、シカ、キツネが出没） 
 
 
 
 
 
 
 
   Tom夫婦が建てたキットの家           Tom夫婦が建てたキットの家 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 NY州立大:創造性開発コースで有名     Tom教授訪問（教授が使っている 

「創造的問題解決」）と「創造的リーダーシップ」を 
日本語に翻訳する。 

 
 
「ブレイン・ストーミング」の提唱者 
オズボーン教授 
 
 
NY州立大に「創造性開発コース（修士）」 
を創設した。 
 
 
 

    

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


